
 

 

 

  

 

 

 

 
合唱コンクールの価値☆彡 
いよいよ３１日（木）、文化発表会、合唱コンクールが行われます。今年は、担任もしている僕です。ドキドキ

した、ワクワクした、ハラハラした、モゾモゾした、なんとも落ち着かない心の中です      何年教師をやっていて
も、何回担任をもっていても、こんな新鮮な気持ちになるのです（笑）！幸せな職業です。 
さて、合唱を通して、学級は大きく成長していきます！だんだん学級の歌が完成してくると、彼らの表情はに

こやかになり、学級の一体感が高まります！なんとも雰囲気が温かく居心地の良いものになるのです！ 
そうすると、自然と他の力もついてくるように感じます！授業中の反応が良くなったり、係活動が活性化して

きたり、学級がパワーアップします！合唱コンクールマジック！！ 
でも、僕は逆だと思っています！合唱に向けて、小さな事を大事にするから、学級のために色々なことに気を

配り、価値を置くことができるようになるから、学級の雰囲気が温かくなり、学級の居心地が良くなり、合唱が
完成していくのだと思います！ 
合唱コンクールに向かう中で、学級が上手くいかなくなる時があります。また、聴いている歌に心が揺さぶら

れない時があります。練習量は増え、歌いこなしていく日々を過ごしていっているのにも関わらず、物足りなさ
を感じる時期があるのです。 
その瞬間を大事にしたいです。“いいが！いいが！”でごまかすのではなく、“ちゃんと歌えよ！”と気持ちを

お互いがぶつけるだけでなく、どうやったら上手くいくのか、何が足りないのか、みんなが同じ気持ちで考える、
考えようとする気持ちを尊重する雰囲気が大事だと思います。 
合唱コンクールは学級の歌です。合唱部が歌うのではありません。歌が苦手な人や表現することが嫌いな人、

緊張してしまう人や大舞台を楽しめる人、そんな人がみんなで“学級の歌”をつくるのです！“何も考えずに一
生懸命歌います！”ではなく、“学級の最高の歌を創るために一生懸命考えながら全力で歌います！”と持ってい
きたいものです☆彡 
そうなった時、さっきまで何となく耳を通過していた合唱が、ド～ンと胸に届いてくるのです！彼らの言葉が

ひとつひとつ、胸に刺さってくるのです！ 
そして、そんな学級の変化を感じ取った彼らの心や表情がさらに豊かになり、またまた合唱が良くなり、学級

が良くなり、幸せな空間や時間が広がっていくように感じます！！ 

やはり合唱コンクールは学級づくりに欠かせないものなのです！ただの歌ではなく、大きな大きな価値を秘め

た大切な時間です！子どもたちは、大きく大きく成長していきます！ 

３１日（金）、そんなことを感じながら、楽しみにおこしください☆彡 

８～９月の保健室来室状況（８/２５～９/２７） 
熱で、早退した人も大変多か 

ったです。感染症は季節を問いません。常時よりよい 

生活習慣や予防習慣を身に付けておきましょう。 

外科は、体育大会練習後のケガがほとんどでした。 

昨年の体育大会でのケガは、大腿部痛（太もも）が非 

常に多く、病院で「肉離れ」と診断された人もいまし 

たが、今年はほとんどいません。しっかり競技前のス 

トレッチを行っているようですね。 

体育大会後も文化発表会や修学旅行、南那珂駅伝大 

会や県秋季体育大会など多くの行事があります。これ 

らの行事を、吾田中生全員が健康な状態で参加できる

よう、体育大会当日も熱中症や感染症対策、運動前の

ストレッチを行い、病気やケガを予防しましょう。 

 

お弁当準備について 
毎年、天気が気になる体育大会。延期も予想される 

ため、前日準備の９/３０(土)から１０/４（水）まで 

弁当持参となります。弁当（水筒）の準備を、 

よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。

 

 

 

今月の保健室来室状況（１０/１～１０/２９） 
内科１６１名 外科 ３８名  合計 １９９名 
朝晩が冷え込んできてようやく秋を感じられる時 

期となりましたが、最近「のどの痛み」や「鼻水」な 

ど風邪のような体の不調に悩まされていませんか？  

今年は記録的な猛暑が続きましたが、今月に入っ 

てからは急に冷え込んだ日もあり、日々の気温が乱

高下。体感の温度差が７度以上になると自律神経が

乱れ、寒暖差アレルギーを発症しやすくなると言わ

れています。寒暖差アレルギーを防ぐためには、体

に感じる温度差を小さくするため、太い血管が通る

首、手首、足首を冷やさない、入浴で全身お湯につか

るなど効率よく血流促進し温めることが大切です。

「風邪は万病の元」⇒風邪は誰でもかかるものだが

早く治さないと、様々な重い病気になりかねない。

だから、たかが風邪と思って油断してはならない。

ということわざがあります。風邪を甘くみず、症状 

が長引いたときは、必ず医療機関を受診しましょう。 

マイコプラズマ感染症が発生しています。合唱コンクールの練習で、マスクを外し、近距離で歌う

機会が多く、感染しやすい環境にあります。うがい・手洗いを励行し、感染予防に努めましょう。 

 

 

 

 

～やってやれないことはない、 
やらずにできるわけがない～ 


